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【地域活性化フォーラム】 

 

一人 とりの を めて 

おか きまちづくり の事 め  
愛知学 大学 一 

 

要 旨 

 、あるいは地域包括 に わる な人 の りを き きし、大学を

としたまちづくり ク の ー を行った。この研究に取り組 に っ

た にある 題 を明示し、それに う としての き きとのつながりを

論じた。また、実施した き きの とその一 を し、考 を ている。

一人 とりの人 への理 を通して、地域 会の り方を うという本研究の 度を

示 たことは、今 の 開の基 を 成することにつながった。 

 

 

１． はじめに 

 大学を としながら、学 たちと共に活動できるまちづくり ク を考

するにあたって「 き き」によるフィールドワークを行っている。その事 めに

ー が「 にた さわる人 の 事」である。 

 1 では小論の を示している。 2 では研究の にある 題 につ

いて、 3 では研究の について、 4 は実際に行った き きの結果と考

を示している。 5 は研究を えての と小括である。 

 

 

２． 題   

（１） 大学を としたまちづくり ク  

 がまちづくりに 会ったのは、学 の 2000 年 である。大学と 市 地商

が し、学 が となる「まちづくり 」としてのカフ を し、さま

まな活動を 開した（ １）。同 に大学 に進学した にとっては、その活動が

研究分 となり、 がて自分の 事にも がっていった。大学と学 が地域のまちづ

くりに わる ク はそ な の でもあり、その 義と可能性は をもっ

て し学 できた。 

 しかし、一方で はこうした ク のさま まな 題 課題とも き って

きた。 題 課題は、 ー とに なるため、 この地域で、 が を目指すのか

による。つまり一 には えないわけ が、わ かばかりの をふまえて、今 の

ク について考 してみると 大の特徴 地域 ィとの 地

域 会の ー 、といった事 に する 題 課題が えてきた。 

 それらについて 略的に ると、 大の特徴としては「2年 という の さ」

が先 目を く。地域での グラムは、その内 にもよるが、ある 度の を要

するのが一般的である。 位での取り組み位を 定しても、一人の学 が地域に

われるのは、 くて 1 年あるかないか う。そうなると、 発的で 的な わ

りであっても、成果の る ク という も てくる。 

 地域 ィとの は、 にも するが、そうした 大の特徴を まえ

た先進事例を 照す き う。例えば本学の 活デ ン 学 の で

は、地域 業と しその を活用した ク ー商品の開発な を SDGs 活
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動とも結 つけながら産学 事業として 開している。このような地域

ィとの ッ ングが、 的で 果的な成果に結 つくが、そうした 先を地域の

に開 するには、 はり ッ ワークの が か ない。 

 地域 会の ー については、それをま 知ることに加えて、それに できる

ー が学内 わる ッ ワークの に するのか、あるい発 できる 能力

の を探究していかなければならない。 

 大学を としたまちづくり ク を 進していくためには、少なくとも上

のような事 を えていかなければならないのである。 

 

（２） まちづくりにおける 会 上の 題 

 加えて、まちづくりを取り 現 の 会 についても れておきたい。

ーワードは「 動化」である。現 会学の 学とも される ークムン ・

ンが ッド・モ ィ を示したのは 2000年。 に 20年 上前になるが、「

動化する現 」における「 しい個人化」という指摘は、今なお現 の日本 会を

み く ーワードとしても通用する。 

 年は、SNS による ー ン ールの発 な 、IoT の も って、

ィの 動化が 加 している。現 における たちの らし方 き方

は、 ー ル ィーをも き みながら 動化の一 をた っていると っ

ていい う。つまり、 事、学 、 い 、 味、 の 域が しており、

一つの地域では個人の人 は まらない。一方、 理的にも当 ではあるが、そ

うしたラ フ タ ルが していくと、 でいる地域の人 は にな

っていく。現 の都市 活 は、自分の地域のまちづくりに わりづらい 会 の

に知ら と置かれているのではないか。 に っては、まちづくりが でありな

がら、自分の でいる地域のまちづくりには、 と りが てていない。これ

はお かもしれないが、 りのない現 である。 

 「 しい個人化」についても、最 限 が れておきたい。 上（2017）によれば、

今 たちは、「自分が であるか」を 定する デン ィ ィの探求、いわ

る「自分探し」さえままならない 況にあるという。そもそも個人が自己を確 して

いくためには、自分が する ィ 会的な から価値・ ・目 な

を取り れる必要があるが、しかし 動化が しい現 においては、自らの 先

を ッド/ 定化することが現実的ではないという 況は確かに めない。また、こ

れに し、 たちはその都度の 況に わ 「自己を ーディ ー している」とい

う 上の指摘には大いにうな ける。「自分探し」による個人化もままならなかった

たち日本人は、さらなる「 しい個人化」への に われているのが現 の 況

と える。そして、それさえもま 「 ばの の にある」というのが たちの

現 地ではない うか。 

 地域 のまちづくりが 要なことに 論はない。その「 」を該当する地域

ィで らし く人 の から発 し、育てていくことも 要である。しかし、

そうした人 こそが 会 的な の を きて いている。そのことは、もは

することのできない前提なのである。ポ ン は、 にある き論を るでは

なく、現 を にとらえながら、かつ理 をいかにして実現していくのか。現実的

な ー を行っていくための り い ラン が われていると える う。 

  

（ ） 「 き き ク 」の可能性 

 上 の事 をふまえつつ、大学を としたまちづくりに取り組 のであれば、

のような ー が現実的、あるいは可能であるのか。その ン として、 が現
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行的に取り組 でいるのが「 き き ク 」である。 

 「 き き」が教育 ク として知られるものに「 き き 子 」という

のがある。 国から ばれた高 たちが、日本のさま まな地域の ・ ・ な

で活 する 業 人を 一 一で き きする ク （ ２）である。 ン

タ ーする高 たちに学 があることはもち 、 ンタ ーを ける も自

を し、大きな みを ることな が されている（ ）。また、その成果

が な となり、 われていく 業を 世 につないでいくための ールにもな

っている。それが、地域活性化と 性があることは に くない う。 

 また、 も前 において「 き き ク 」をまちづくりの で実 し、そ

こからまちの を する取り組みに わってきた（ ）。その からして

も、 き きは、まちづくりにも めて な ー であるし、 義な 会いを

つくる、すなわち ッ ワーク の現実的な ー となり ることを実 して

いた。 

 そのようなことから、この岡崎市、あるいは本学 地域という 地においても、

この を用いた ク ン ー を ることで、 が わる今 の ク

の り方が き上がってくるのではないかと考えたのである。 

 のは「 き き」する ー であった。 題 として にあったのは、

が 業を担当する「 デ ン」に する事 であったが「 事 き方」

という けでは、ま り口が としている。そこで 定した ー が「

に わる人 の 事」という今 の ー であった。「 事 き方」からすると、

分と み でいる もあるが、 み でいる方が「 事 き方」の話もよ

り 的で 明になるかもしれないという もあった。 

 また当 、この ー 定には、いくつかの がある。一つには、現 の地域

会が える な 題の には、人口減少、少子高齢化といった 題が に わ

っていることが られる。前 の き きでも「 」に わる事 は、日

的な ー であった。特に「 」に しては、7 が という 結果（ ）も

あり、地域 会の日 からは けられ、 み われる事 にカ ラ された

がつづいている。しかし、本 、 たちが「 」を ることは、自分たちの

「 」つまり き方を みる、あるいは つめ す上での大 な 会になり るもの

。 たちの 会は、人口減少に しており、これからますます「 」に る 題

が 加していく。にもかかわら 、「 」を 一方的に けることは、

であるし大きな ではないかと する。ともあれ、先 は 題化よりも、現 を

知ること、現実に きている 事を することから めたいと考えた。 

 また加えて、個人的にも、 な の を した際に、その現場で く

人 の 作に を けており、それに わる人 の動 実際の話をもっと いて

みたい、知りたいという知的 もあった。またさらに調 てみると、 求人

からみても の には地域の大きな ー であるよう （ ）。しかし、

を ば、現 は の には 味 が られる が く、 けられ

がちな であるという現 もわかってきた。 

 上、 き きの ー を りす る必要はないが、 り口が くないわけにもい

かない。まさに 置き的ではあるが「 に わる人 の 事」という ー を

定し、当該地域の に わる人 の ッ ワークを りにそれ れの 事

き方を探ることとした。 
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動とも結 つけながら産学 事業として 開している。このような地域

ィとの ッ ングが、 的で 果的な成果に結 つくが、そうした 先を地域の

に開 するには、 はり ッ ワークの が か ない。 

 地域 会の ー については、それをま 知ることに加えて、それに できる

ー が学内 わる ッ ワークの に するのか、あるい発 できる 能力

の を探究していかなければならない。 

 大学を としたまちづくり ク を 進していくためには、少なくとも上

のような事 を えていかなければならないのである。 

 

（２） まちづくりにおける 会 上の 題 

 加えて、まちづくりを取り 現 の 会 についても れておきたい。

ーワードは「 動化」である。現 会学の 学とも される ークムン ・

ンが ッド・モ ィ を示したのは 2000年。 に 20年 上前になるが、「

動化する現 」における「 しい個人化」という指摘は、今なお現 の日本 会を

み く ーワードとしても通用する。 

 年は、SNS による ー ン ールの発 な 、IoT の も って、

ィの 動化が 加 している。現 における たちの らし方 き方

は、 ー ル ィーをも き みながら 動化の一 をた っていると っ

ていい う。つまり、 事、学 、 い 、 味、 の 域が しており、

一つの地域では個人の人 は まらない。一方、 理的にも当 ではあるが、そ

うしたラ フ タ ルが していくと、 でいる地域の人 は にな

っていく。現 の都市 活 は、自分の地域のまちづくりに わりづらい 会 の

に知ら と置かれているのではないか。 に っては、まちづくりが でありな

がら、自分の でいる地域のまちづくりには、 と りが てていない。これ

はお かもしれないが、 りのない現 である。 

 「 しい個人化」についても、最 限 が れておきたい。 上（2017）によれば、

今 たちは、「自分が であるか」を 定する デン ィ ィの探求、いわ

る「自分探し」さえままならない 況にあるという。そもそも個人が自己を確 して

いくためには、自分が する ィ 会的な から価値・ ・目 な

を取り れる必要があるが、しかし 動化が しい現 においては、自らの 先

を ッド/ 定化することが現実的ではないという 況は確かに めない。また、こ

れに し、 たちはその都度の 況に わ 「自己を ーディ ー している」とい

う 上の指摘には大いにうな ける。「自分探し」による個人化もままならなかった

たち日本人は、さらなる「 しい個人化」への に われているのが現 の 況

と える。そして、それさえもま 「 ばの の にある」というのが たちの

現 地ではない うか。 

 地域 のまちづくりが 要なことに 論はない。その「 」を該当する地域

ィで らし く人 の から発 し、育てていくことも 要である。しかし、

そうした人 こそが 会 的な の を きて いている。そのことは、もは

することのできない前提なのである。ポ ン は、 にある き論を るでは

なく、現 を にとらえながら、かつ理 をいかにして実現していくのか。現実的

な ー を行っていくための り い ラン が われていると える う。 

  

（ ） 「 き き ク 」の可能性 

 上 の事 をふまえつつ、大学を としたまちづくりに取り組 のであれば、

のような ー が現実的、あるいは可能であるのか。その ン として、 が現
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（１） ンタ ー 

 ンタ ー 探しは、本学の 活デ ン 学 の 学 を り、その

ッ ワークを いた くことから めた。 に えば、この取り組みを地域活

性化 まちづくりという の研究 ク として説明し、 理 をいた くこ

とは しいのではないかという もあった。しかし、 学 の理 は の

に して かつ的確であった。す さま いた いたのが、岡崎市の

ン の事業 を経 する 藤 さ であった。 からは、 自 の と

わ て、1 の 取りの 、1 の を いた くこととなった。またさ

らに、本学同学 の大 先 にも 力を 、こちらも 自 の と わ

て、2 の 施 を いた き、お話を うことができた。また、大 先

への ンタ ーには、本学同学 1 年の さ にも同 してもらった。今

は、5 度の ンタ ーを 定していたが、結果的には、5 組 の方 に

力いた いた。 

 ンタ ーは、基本は１ １であるが、これも今 は め 、 況に じて、

外の方 にも同 し 加いた いた、この 義 課題についても に整理して

てみたい。 

 がこれまでにまちづくり活動の で実施してきた「 き き」においては、現

進行 の活動の で 会う人 が であり、その成果を活用したその の 開も考

していたため、その と の は、実 で してきた。しかし、そこには当

も必要であるし、 も まれる。しかしながら、その で最 を くして

るものを していくことが 要であるとも考えている。こうした は、よくよ

く考えれば、実 も も基本的には同じことであると えるのかもしれない。い

れにしても今 も、基本的にはその タン を り、 ンタ ーをした事 で

として す資 その 開に しては、 の を って、 本人への確 を行っ

た。 

  

（２）  

 ンタ ーは、い れも 1 から 2 度である。 用した 材であ

る「 ー モ」は、今 より めて う 材で、自動的に AI が こしをしてく

れる 材を 用している。これは、 に であるが「 き き」という行 の

要な「 いたことを き こす」という に AI が することの について

は、 を 上 したまま 用していることも明 しておく必要がある う。あく

までも の ー であるが、1 度の ンタ ーでは、おおよそ 3 、 稿

用 にすれば 75 度の となる。しかもなる く 目を り ないで

わされた きのない会話が された の を、ある 度 める にするの

は、 はり再度 源を き しながら する必要がある。それを経て、素材は、

めて「活用できる 」として目的に わ て 用できる になる。 理に例える

なら、下 しらえに当たる 分 が、ここを のような り方で実施するのかは千差

別で、実際の ルも人によって なるのではない うか。つまり、 け

て 理で例えるなら、 付きの を自ら って包 で のか、お いに で

フード ッ で りさ るのかというような いがある。当 し しがあ

るし、 況と目的によって わるし、必要な ル ールも わってくる。 は、

この たな ールを いこなしていく ルを きたいと考えている。はるか れば、

口 から に わったり、 ー ー ーが したりする度に、 かが われ、

かが加わってきたことは いない。フィールドにおける方 論そのものを 定化

－40－
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、 況と目的にあわ て ルの を組み て行くことが 要である。 

 の場 、これまでは した ンタ ーを ッ する がある 度

定的であったため、それに わ て下 しらえそのものも必要ない は きが

ちであったが、研究という場 に適している り方については、再度 しなければ

ならないと考えている。 

ンタ ー の し方について、今 は話し その に 況に わ て、

な方 をフ ブルに してきた。結果的には、一つの ンタ ーに し、

素材（AI の き こし ） き こし 稿（この で 開 は ）

稿（目 7000 度）という 3 つを基本とした に り いている。

これもま ッ 的であり、今 は されていくであ う。また 稿

については小 子としてとりまとめている。 のある方には 一 いた き

たい。 

 

（ ）  

 今 は、それ れの方 への ンタ ーと同 に くの を み くことと

なった。 、 で の方の 取りの現場を ー にした現 ー の 示

（ 7）にも を 。そのようにして の調査を進めながら、 ンタ ーで

いたことを し、その 味を再 的に い しながら をすすめた。 下には、

的に 考にした の ーを しておく。 

 れられた日本人 は、日本 学では最も知られている 本 一の である。

は「 き き」あるいは「 」の き方を、こうした から学 できた。

は う くのか、会話は う い、その際考えたことは のように 現するかな 、

本の 作の でもそうした は、作品 とに なる。それを自らの ー に当て

はめながら、 ぶ、 て す で しながら っている。まちづくりは、学 と

しては学際的であり、さま まな 域を する。 学的 ー は、その一つ

であるし、 本は した地域 の け人でもあった。その には学ぶ き

が くあると考えている。 

 ン ーグラ ンド は、 上 樹が地下 ム ン事 の を に

62 人の人 の ンタ ーを した ンフィク ンの 学作品である。同事 は、

1995 年に日本のみなら 世界を さ た 事 として知られるが、それに し

て き こった日本 会の の な現 を への ンタ ーという で き

ながら、日本 会の そのものを 究している。ここに かれていることは、 年の

における自 の日本 会特 の 題に通じるものがあり示 的であ

る。 の分析的 を活用した論理的分析ではなく、 もなき市井の人 の 、

その を に めながら、 き の に 成されていく 知を していく

は大いに 考になる。 

 ワー ング 事 は、S.ター ルによって 1960 年 の カで く 133

人の人 の日 事の話を めて かれた。こちらは、 事を り口にした 会

評であり、 カンド ームの本 を 事に いている。一人 とりの を「 会

理論とか 作品」という ではなく、それ れの のままで している。 き

きによる作品の 味は、 われている が、会話を通した 理 を基本とし

ているため かつ み にさま まなことを 、 考さ る 力が高いことでは

ないかと考える。もち 、そこに き であり き である人 が している

上、 は する。しかし、その り方はその他の とは明らかに なる。この

は、当 に大きな ン ー ルを き こし、 を いた L. ンフォードな

の知 人も の を る となった。またその は現 にも少なくないも
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（１） ンタ ー 

 ンタ ー 探しは、本学の 活デ ン 学 の 学 を り、その

ッ ワークを いた くことから めた。 に えば、この取り組みを地域活

性化 まちづくりという の研究 ク として説明し、 理 をいた くこ

とは しいのではないかという もあった。しかし、 学 の理 は の

に して かつ的確であった。す さま いた いたのが、岡崎市の

ン の事業 を経 する 藤 さ であった。 からは、 自 の と

わ て、1 の 取りの 、1 の を いた くこととなった。またさ

らに、本学同学 の大 先 にも 力を 、こちらも 自 の と わ

て、2 の 施 を いた き、お話を うことができた。また、大 先

への ンタ ーには、本学同学 1 年の さ にも同 してもらった。今

は、5 度の ンタ ーを 定していたが、結果的には、5 組 の方 に

力いた いた。 

 ンタ ーは、基本は１ １であるが、これも今 は め 、 況に じて、

外の方 にも同 し 加いた いた、この 義 課題についても に整理して

てみたい。 

 がこれまでにまちづくり活動の で実施してきた「 き き」においては、現

進行 の活動の で 会う人 が であり、その成果を活用したその の 開も考

していたため、その と の は、実 で してきた。しかし、そこには当

も必要であるし、 も まれる。しかしながら、その で最 を くして

るものを していくことが 要であるとも考えている。こうした は、よくよ

く考えれば、実 も も基本的には同じことであると えるのかもしれない。い

れにしても今 も、基本的にはその タン を り、 ンタ ーをした事 で

として す資 その 開に しては、 の を って、 本人への確 を行っ

た。 

  

（２）  

 ンタ ーは、い れも 1 から 2 度である。 用した 材であ

る「 ー モ」は、今 より めて う 材で、自動的に AI が こしをしてく

れる 材を 用している。これは、 に であるが「 き き」という行 の

要な「 いたことを き こす」という に AI が することの について

は、 を 上 したまま 用していることも明 しておく必要がある う。あく

までも の ー であるが、1 度の ンタ ーでは、おおよそ 3 、 稿

用 にすれば 75 度の となる。しかもなる く 目を り ないで

わされた きのない会話が された の を、ある 度 める にするの

は、 はり再度 源を き しながら する必要がある。それを経て、素材は、

めて「活用できる 」として目的に わ て 用できる になる。 理に例える

なら、下 しらえに当たる 分 が、ここを のような り方で実施するのかは千差

別で、実際の ルも人によって なるのではない うか。つまり、 け

て 理で例えるなら、 付きの を自ら って包 で のか、お いに で

フード ッ で りさ るのかというような いがある。当 し しがあ

るし、 況と目的によって わるし、必要な ル ールも わってくる。 は、

この たな ールを いこなしていく ルを きたいと考えている。はるか れば、

口 から に わったり、 ー ー ーが したりする度に、 かが われ、

かが加わってきたことは いない。フィールドにおける方 論そのものを 定化
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のがある（ ）。 

 「 」という ー に して、 にとった もいくつかある。 を

きた人 は、 外の である小 一 による である。小 は の

として 40 年の現 から した 、再 した地域 の現場で自らの 方針を

転 し、 として 人の の 取りに わってきた。現 日本では、自

で最 を えたいという の みを実現さ ることは に しい。 度上は

の のない は の でさえある。「 くの人 が を れたことがす

ての にある」という小 の は い。現 は、日本の が、

と 取りへと り わって行こうとする転 である。その現場の の

は、 に 要であるが、それを知る 会は であ う。本 からは、 が「

的」ではないこと、 に しては として共に考え くことが 要であるな 、

ンタ ーで き知る現実を け れていく際のさま まな 度 を学 でい

る。 

 また きの 学 も本研究には示 的である。 の 実は、 学

であり、大学教 を した に の に り、施 として く現 の

で、現 はグルー ームの 理 である。この作品には、 の 場である 人

ーム施 の現場で、 学 が に 戦し、そこで 会う人 との の 子

が グラフィー で られており、 学的 ー によって、 の現場

の 力 高齢 に わることの かさが に示されていく。 学には、他

が きてきた 的な人 に学 、自分 自分たちを再考していく がある。これ

は、現 のまちづくりにおいても 要な である。 

 上、 要な を たが、その他の 考 については、 に したい。い

れも、先行研究として を整理し、それを える を して実 するという

ような研究 ー とは なる。 ンタ ーを経て、それをとりまとめながら、

を み り、また ンタ ーへと る。その の で きながら みながら

考することを り す で、現実を け れ理 する、あるいは き すための

ン を探る。そ な な たる ー をとっている。 

 

4．結果と考   

（１） ンタ ー結果の  

 今年度の研究では、5組の ンタ ーを行い、うち 4組の ンタ ーを 5本

した小 子を 100 作することができた。4組で 5本となったのは、 ンタ ーの

分 と 上限の 題で、その内の１組が前 に分けた 2 本 てとしたため、5

組目の ンタ ーは、 の に ることにした。5組はそれ れ 大学教

理 施 ２ ー お 取り である。

このうち から までの ンタ ーを 子化した。 

 い れも、現場 それ れの業 が な 、また「 」 「 取り」という

いづらい ー に し、 な 、経 ならではの な を 提示いたき

く している。 

 

（２） ンタ ー結果の考  

 ここでは、 にも限りがあるため、今 の 5 組の ンタ ーの で、最 に実

施した 大学教 理 の ー についての考 を る。今 の研究の

では、考 分析が りていないことは、最 に ておかなければならない。しか

し、ま 研究は いていく。小 子の活用も め、さらなる探求を進めていくことは、

今 の大きな課題の一つである。  

－42－
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） 大学教 理 への ンタ ーの 要 

 ここでの ンタ ー は、本学の同 である大 先 である。 下に、 ンタ

ーの 要を 的に する。 

 ある 、 が ち話で、今 の研究の 要を大 先 に えたとこ 、「 、には

自 があった です」という が ってきた。最 は、あっけにとられてしまった

が、よく けば、大 先 は 理 。特別 人 ームにて 14 年も いてき

た経 があり、さま まな の 開発をし、また実際につくってきた

であった。しかし、 自 の の では、その 性を発 することが わなか

った。大 先 の は、 れた際に 能に が り、 る を 、大

先 と された は、 が き る として、を し、 が まる。 

 大 先 は、 という の さを 的な 場から く理 していたが、ま

75 という さで が を通らなくなってしまった に して「 」を

することが うしてもできなかった。そして、その き った をできる け か

にできないかと外 を みるが、こと とく 目に てしまう。 に く

なっていた の に、 一同で まるという 会には、外 ができた は、

たちの に ぶ を たものの、そうした 会は一度きりであった。最 は

によって された の で は他界してしまう。大 先 く、「もし、

が話 て、 もきち と示 たとして、 したいって ったかな 」という

のが、今でも された の で いている いかけであった。 

 

） 理 という 事についての りを き したもの 

 この ンタ ーには、本学の学 である 活デ ン 学 1 年の さ が

同 をしている。考 の一つとして、ここでは、 という学 の が果たした

について る。 

 ある 、 の研究 を れた さ に、 味 い 業 先 はいるのかという

を かけた際に、大 先 の 前があがり、 さ は大 先 のことを し

ているの と教えてくれた。しかし、その理 を ても上 く えられない 子

った。そこで、 は を今 の ンタ ーに った。 は きつつも、それを

現する がま わない 分に、 に は の 的な可能性を じ取ったこ

とが理 である。 

 い ンタ ーが まってみると、大 先 の話は 理 という 業をな

のかという学 の目 という ックから まり、最 の 先であった

大学 での み、また 一 取り組 こと 、それを通して を学 の

かな の な にまで 。現 を きる一人の 性が 会人として く

ことの現実を、実に 広く 的に っていた いた素 らしい内 った。 

 を れ に えば、 はこのような話が けることを くと っていい

していなかったし、またそのようなお いもしていなかった。おそらく大 先 に

しても、そのような づもりはなかったであ う。さらに えば、同 した さ

にしても、 な話が けるのかはわからなかったであ うし、 的な をした

わけでもなかった。しかし、結果的にではあるが、 は はり さ の が大

先 のこの りを き した 定的な要 ったのではないかと考えている。 

 さ は ンタ ーの 、 たすらに を けていた。あるいはそれしかで

きなかったとも える。大学教 が、その き方 き方、さらには肉 の につい

て に る を前にして、 が ないのは当 でもある。しかし、にもかかわら

（あるいは、 からこそかもしれない）その さ の な 度は、大 先 の

話をより く、 な 分までよく き していたように えた。 
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のがある（ ）。 

 「 」という ー に して、 にとった もいくつかある。 を

きた人 は、 外の である小 一 による である。小 は の

として 40 年の現 から した 、再 した地域 の現場で自らの 方針を

転 し、 として 人の の 取りに わってきた。現 日本では、自

で最 を えたいという の みを実現さ ることは に しい。 度上は

の のない は の でさえある。「 くの人 が を れたことがす

ての にある」という小 の は い。現 は、日本の が、

と 取りへと り わって行こうとする転 である。その現場の の

は、 に 要であるが、それを知る 会は であ う。本 からは、 が「

的」ではないこと、 に しては として共に考え くことが 要であるな 、

ンタ ーで き知る現実を け れていく際のさま まな 度 を学 でい

る。 

 また きの 学 も本研究には示 的である。 の 実は、 学

であり、大学教 を した に の に り、施 として く現 の

で、現 はグルー ームの 理 である。この作品には、 の 場である 人

ーム施 の現場で、 学 が に 戦し、そこで 会う人 との の 子

が グラフィー で られており、 学的 ー によって、 の現場

の 力 高齢 に わることの かさが に示されていく。 学には、他

が きてきた 的な人 に学 、自分 自分たちを再考していく がある。これ

は、現 のまちづくりにおいても 要な である。 

 上、 要な を たが、その他の 考 については、 に したい。い

れも、先行研究として を整理し、それを える を して実 するという

ような研究 ー とは なる。 ンタ ーを経て、それをとりまとめながら、

を み り、また ンタ ーへと る。その の で きながら みながら

考することを り す で、現実を け れ理 する、あるいは き すための

ン を探る。そ な な たる ー をとっている。 

 

4．結果と考   

（１） ンタ ー結果の  

 今年度の研究では、5組の ンタ ーを行い、うち 4組の ンタ ーを 5本

した小 子を 100 作することができた。4組で 5本となったのは、 ンタ ーの

分 と 上限の 題で、その内の１組が前 に分けた 2 本 てとしたため、5

組目の ンタ ーは、 の に ることにした。5組はそれ れ 大学教

理 施 ２ ー お 取り である。

このうち から までの ンタ ーを 子化した。 

 い れも、現場 それ れの業 が な 、また「 」 「 取り」という

いづらい ー に し、 な 、経 ならではの な を 提示いたき

く している。 

 

（２） ンタ ー結果の考  

 ここでは、 にも限りがあるため、今 の 5 組の ンタ ーの で、最 に実

施した 大学教 理 の ー についての考 を る。今 の研究の

では、考 分析が りていないことは、最 に ておかなければならない。しか

し、ま 研究は いていく。小 子の活用も め、さらなる探求を進めていくことは、

今 の大きな課題の一つである。  
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 しばらくの 、 めて さ にも てみたが、 はり ンタ ーの を

に 現することはま しいとのこと った。しかし、 は ンタ ーの

の 考を整理することに に 的に 力してくれた。その「 性」は教

が学 に求める 会人基 力の 要な一つであることは うまでもない。 ンタ

ーを通し、 の に育ちつつものがあることは いない う。そうした の

から、今 の学 との を考える際の大きな ン を ることができた。 

 

）「 」を け れる 

 そして、大 先 の 理 としての き方 き方についての りが けたこ

とで、経 を の 事 であったとしても、 しい人の「 」

を け れることは して ではないという ン ルな事実が、より ルに じ

られることとなった。少なくとも は、 ンタ ーの でも、そしてその におい

ても、この け き、 け れ き事実に う して いのかがわからないまま今

に る。この け れ きを け れるしかない現実を けるのではなく、 け れ

ることを通して、 たちはその 味を り し、 り し考えていくの う。そう

考えた に、その をされた方の 実を らかの方 を通して共 していくことは

要な 味を つであ う。  

 「 」を考えることは「 」を考えることである。あるいは「 に方」を考えるこ

とは「 き方」を考えることである。同 の 味の事 は、 くの人が るとこ で

ある。では「 を すること」については うであ うか。これも同じく「 を

すること」に結 つくの うか。あるいは「 を すること」とは ういうこ

と う。現 では「 」という にもあるように、自らの を ない

現実を カルにとらえる も く。 たちは、 まれてくるときに を

ない。同じく、 も場 も ない。それが現実にも わら 、 たちはその現実

をな か 理 と じてしまうのである。この「な か」は、 えがある の い

ではなく、 うことでさま まな考 を 進さ るものであるの う。 

 たちは「 」も「 」を には できない。 するより他ないにも わら

。しかし、 からこそ、その理 味を考えていく。その いに き うことは

にし く、できれば けて通りたい。そうすることが場 によっては 世 であ

ることもある。しかしおそらく、この いに き うことでしか られない もあ

るのではない うか。一人 とりが、そうした現実と き いながら、それ れの

「 」と「 」を する が人 であり、その が、地域であり 会であ

るの う。 はその を、一人 とりの人 の から つめていきたいと考えてい

る。 

 

5．おわりに 

 本研究には、結論めいたものがない。大 ではあるが、ま かを結論づける

には っていないのである。 えて えば、今 もこの取り組みを地 に けて

いくことが 要であるという が くなったというのが、 の ら る現 の

である。 

 現 のまちづくりには、特に い世 である学 たちが、自分の地域に わること

の 会 上の しさがあることは、本 でも た通りである。しかし、一方で地

域は を必要としているし、 かしらの地域 ィを れて、 たちの

活 事が成り たないのもまた確かである。そうした で、一人 とりが、 のよ

うにして地域に わっていくのかを していくことが、これからの にはとりわ

け 要になってくるの う。 

－44－
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 を れ に えば、「 」にも「 」にも特別な 味はない う。しかし、

たちが、その 味を えて考えることには 味がある。 動化が しくなって

いく現 の では、人 はますます になり、地域 会から り されていく。つ

まり、そこに する必要性が われていく。それは事実である。しかし、 からこ

そ、 たちは自分たちでその 味を考えて、 り していく必要があるのではないか。

この小さな取り組みは、ま についたばかりである。 

 

 

 

（1） しくは （2012）を 照。 

（2） 産 、 学 、環 、国 化 進 、 人共 の ッ

ワークで 成する「 き き 子 実行 会」が している。 

（3） 藤・ （2014）な を 照した。 
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 しばらくの 、 めて さ にも てみたが、 はり ンタ ーの を

に 現することはま しいとのこと った。しかし、 は ンタ ーの

の 考を整理することに に 的に 力してくれた。その「 性」は教

が学 に求める 会人基 力の 要な一つであることは うまでもない。 ンタ

ーを通し、 の に育ちつつものがあることは いない う。そうした の

から、今 の学 との を考える際の大きな ン を ることができた。 

 

）「 」を け れる 

 そして、大 先 の 理 としての き方 き方についての りが けたこ

とで、経 を の 事 であったとしても、 しい人の「 」

を け れることは して ではないという ン ルな事実が、より ルに じ

られることとなった。少なくとも は、 ンタ ーの でも、そしてその におい

ても、この け き、 け れ き事実に う して いのかがわからないまま今

に る。この け れ きを け れるしかない現実を けるのではなく、 け れ

ることを通して、 たちはその 味を り し、 り し考えていくの う。そう

考えた に、その をされた方の 実を らかの方 を通して共 していくことは

要な 味を つであ う。  

 「 」を考えることは「 」を考えることである。あるいは「 に方」を考えるこ

とは「 き方」を考えることである。同 の 味の事 は、 くの人が るとこ で

ある。では「 を すること」については うであ うか。これも同じく「 を

すること」に結 つくの うか。あるいは「 を すること」とは ういうこ

と う。現 では「 」という にもあるように、自らの を ない

現実を カルにとらえる も く。 たちは、 まれてくるときに を

ない。同じく、 も場 も ない。それが現実にも わら 、 たちはその現実

をな か 理 と じてしまうのである。この「な か」は、 えがある の い

ではなく、 うことでさま まな考 を 進さ るものであるの う。 

 たちは「 」も「 」を には できない。 するより他ないにも わら

。しかし、 からこそ、その理 味を考えていく。その いに き うことは

にし く、できれば けて通りたい。そうすることが場 によっては 世 であ

ることもある。しかしおそらく、この いに き うことでしか られない もあ

るのではない うか。一人 とりが、そうした現実と き いながら、それ れの

「 」と「 」を する が人 であり、その が、地域であり 会であ

るの う。 はその を、一人 とりの人 の から つめていきたいと考えてい

る。 

 

5．おわりに 

 本研究には、結論めいたものがない。大 ではあるが、ま かを結論づける

には っていないのである。 えて えば、今 もこの取り組みを地 に けて

いくことが 要であるという が くなったというのが、 の ら る現 の

である。 

 現 のまちづくりには、特に い世 である学 たちが、自分の地域に わること

の 会 上の しさがあることは、本 でも た通りである。しかし、一方で地

域は を必要としているし、 かしらの地域 ィを れて、 たちの

活 事が成り たないのもまた確かである。そうした で、一人 とりが、 のよ

うにして地域に わっていくのかを していくことが、これからの にはとりわ

け 要になってくるの う。 
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 本研究は、岡崎大学懇話会 4 年度産学官共同研究の助成を けて実施したもの

です。岡崎大学懇話会に くお し上 ます。また今年度の 事 で事 を担当

いた きました本学の教 の にも大 しています。そして、 ンタ ー

に 力をいた いた、大 先 、 子先 、 藤 さ 、 井

さ 、 内己 子さ 、 人さ 、 さ 、 下さ かさ のおか で

この研究に することができました。本当にありがとう いました。 
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